


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































"鈴木虎雄『賦史大要』冨山房、 1936年、第三篇「辞賦時代J、第四章「賦の実体 目的」、 42頁。
34 r賦の小品化をめぐって(上)ー賦的表現論(!) J (1中国文学研究』第l号、 1975年、 37頁)。
附記本初究はJSPS手羽耳費 JP18出CO0348の助成を受けたものである。
33 
有する他の楚辞作品も細かく見ていく必要がある。別稿で順次、取り上げていきたい。
34 
